

















































































































































対象者 健康状態対象者散居住区分 調五法 睡眠に影客を及ぼす要素研究者
要介護高齢者の興味・関心を考慮したア
クテイビティケアの効果一音楽・運 堤雅恵 介護療養型
睡眠日誌 ア ク テ イ ビ テ イ ケ ア
2007 78．0土9.1歳 要介識 9人 医療施設戯・趣妹プログラム参加による睡眠・覚澗井忠昭ら
暇パターンへの影響一
82.2±8.1歳 要介製 76人介護療養型




睡眠日誌 ア ク テ イ ビ テ イ ケ ア
隆 一アクテイビテイケアへの参加頻度小林敏生ら 2008 82.2±8.1歳 要介瞳 76人 医療施設
との関連に荘目して一
歩行時間,睡眠時間,生きがいと高齢者の 1 日 1 時間以上の歩行習慣
間奈緒 2001 65.3±3.6歳 鯉顧 1’065人 自宅 自記式質問調迩 7時間以上の睡眠時間． 生きがい生命予後の関連に関するコホート研究
低強度・高頻度の運動プログラムが不眠北出義典 2010 70.5±32歳 健康 15人 自宅 腕時計型睡眠 強度 ・ 高頻度の運動プログラム感を有する女性高齢者の睡眠に及ぼす影間木賢宏ら 覚醒測定機器 低強度． 商頻度の運動プログラム
瞥一ランダム化比較試験一
エプワース眠気尺度




弼齢者における身体活動の実践時間帯と 蒔載勲ら 2017 70.1±3.5歳 健康 49人 自宅
主観的な睡眠との関連性 睡眠質問粟 が長いほど入躍潜時とPsQI総合得点が良好
活動的な高齢者における主観的踵眠感と 堀田元香
2006 71.3±4.0歳 健康 44人 自宅 自記式質問調査 午 後 の 適 正 な 運 動
運動mとの関連 松田ひとみ
;鶚總臓総撫韓鮮""“筆．”“ ＝ ’SG喧患態-グ撚蕊前②ユ ト ツ デ迩血
健康 18人 腿 知 ・ 行 動 的 介 入
醗知・行動的介入による高齢者の睡眠健田中秀樹 地域高齢者 スリーブ
"、 雌下正繊〃 “2割"嬢 ．“ ‘‘ネ ﾏﾈジﾒﾝﾄ 熟撤謝鰹霄熟聡淵
2007 自宅
日中の離床頻度が2回以上の者は総睡眠時間が長
介讃老人保健施設入所者の生活習慣要因 小西円 ナ護老人 腕時計型睡眠 ぃ 就寝前床上時間が1時間以上の者は謹眠
2016 83±87歳 要介護 25人 保健施設 覚醒測定機器 効率が低い 好みのレクリエーションがあが夜間睡眠に与える影響 陶山啓子
る 者は睡躍効率が為 い
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